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の
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が
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ぱ
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う
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て
る
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そ

の
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げ
を
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
の
本
拠
地
に
な
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た
、
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垣
城
か
ら
盥
に
乗
り
、
堀
を
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っ
て
難
を
逃
れ
た
と
い

う
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あ
む
物
語
」に
ち
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み
、
船
頭
が
竿

一
本
で
操
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
盥
舟
が
乱
し
て
行
く
の
を
詠
ん

で
居
ら
れ
、
そ
の
盥
舟
は
大
変
好
評
で
今
や
大
垣
の
観
光
名
物
と
な
り
活
躍
中
で
す
。
中
句
の
か
げ
を
乱
し
て

が
い
い
。
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茂

　
大
垣
ま
つ
り
の
軕
の
起
源
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
大
垣
城
下
町
の
総
氏
神
で
あ
っ
た
八
幡
神
社
が
大

垣
藩
主
戸
田
氏
鉄
公
に
よ
つ
て
再
建
整
備
さ
れ
た
お
り
、
大
垣
十
か
町
が
十
両
の
軕
を
造
っ
て
曳
回
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
そ
の
後
藩
主
よ
り
三
輌
軕
が
下
賜
さ
れ
、
三
六
〇
年
余
の
伝
統
を
誇
り
、
合
せ
て
十
三
輌
の
軕
が

城
下
町
を
練
り
歩
き
、
華
麗
な
祭
絵
巻
が
、
今
回
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
軕
を
見
る
人
も

引
く
人
も
地
元
民
総
べ
て
の
誇
り
と
喜
び
に
溢
れ
た
様
子
を
よ
く
詠
ま
れ
た
佳
句
で
す
。
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